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平成１６年度「大気中残留農薬に係る調査」結果の概要

（１）調査の目的

本調査は、①航空防除により散布された農薬の散布区域内及びその周辺における大気中

の残留実態を調査する、②近年散布面積が拡大している無人ヘリコプターによる航空防除

について、大気中における残留実態を調査するとともに、ドリフト量等も調査する、こと

を目的として計画された。

（２）結果の概要

①有人ヘリによる航空防除の調査

鹿児島県（農試）では、これまでも継続的に調査を行っている阿久根市鶴川内、山下地

区の水田で散布されたブプロフェジンを対象に、調査が行われた。ブプロフェジンの気中

濃度評価基準値は μ であるが、平成 年度から実施してきた調査においては散布7 g/m 123

区域内、散布区域外及び散布除外地いずれの調査地点において、いずれの日時においても

検出されていない。しかし、検出下限値が ～ μ と高かったことから、本年は1.4 2.8 g/m3

検出下限値を ～ μ に下げて調査を実施した。0.21 0.42 g/m3

この結果、本年も散布区域内、散布区域外の 、 地点、散布除外地のいずれ100m 200m

の調査地点において、いずれの日時においても検出されなかった。また、隣接河川水の調

査では、散布当日（ 時間後）に が検出されたが、それ以外は全く検出されなか6 0.62ppb

った。前年においても本地区からの流出はほとんど無かったことから、前年と同じ傾向が

示されたものと考えられた。

②無人ヘリによる防除の調査

（ア）気中濃度

北海道（環境科学）では、前年同様、千歳市長都地区の８ の水田で早朝約 時間行ha 1

（ ） 。われたカスラブトレボンゾル 前年同様 の無人ヘリによる散布を対象に調査が行われた

分析対象としたのはフサライドであった。

2 3m/s 5m当日の風速は ～ であったが、フサライドについては散布区域に最も近い風下

地点で散布中で最大 μ （前年は 、散布直後は ～ μ （前年0.600 g/m 0.18 0.044 0.110 g/m）3 3

～ ）が検出された。風下 地点では、散布中の最大は μ （前年0.012 0.063 20m 0.170 g/m3

）であった。0.024

散布区域内では、散布当日にわずかな検出がみられた程度で、翌日は全く検出されなか

2 4 5m 20m 1ったが 散布 ～ 日後にわずかな検出が認められた 風下 及び 地点では 散布、 。 、

～ 日後でも ～ μ が検出された。これらは前年の検出レベルより幾分高4 0.045 0.120 g/m3

いが、フサライドの気中濃度評価基準値 μ を大きく下回るレベルであった。200 g/m3

これらの傾向は、前年までの調査結果と類似するものであった。

農林水産航空協会では、前年同様、長野県飯山市常盤地区の の水田で 月に 日125ha 8 2
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間かけて行われたスミバッサ乳剤及びビームゾルの混合散布を対象に調査が行われた。分

析対象としたのは である。調査は、散布区域内、及び散布区域に囲まれた生活環境MEP

地区（散布区域から ～ の距離）において行った。 つの調査地点では大気の捕集50 200m 2

のほか、濾紙を用いて落下量の調査も行った。

MEP 1 2.5 11散布区域内における の気中濃度の推移は、 日目は散布 時間後から高まり、

時に最大の μ が検出された。 日目は散布前から μ 前後が検出され、散3.36 g/m 2 1 g/m3 3

2 1.82 g/m 3 0.56 4 0.16 5 0.08 6布 時間後に最大の μ が検出された 以後 日目 日目 日目。 、 、 、3

日目 μ と濃度は低下した。0.05 g/m3

、 、生活環境地区域における の気中濃度の推移は 日目は散布 時間後から高まりMEP 1 3

。 、13 0.68 g/m 2 0.3 g/m時に最大の μ が検出された 日目は散布前から μ 前後が検出され3 3

0.45 g/m 3 0.22 4 0.03 5 0.04 6散布終了時に最大の μ が検出された 以後 日目 日目 日目。 、 、 、3

日目 μ と濃度は低下した。0.03 g/m3

、 、MEP 10 g/mの気中濃度評価基準値は μ であるが いずれも大きく下回る結果であり3

前年と同様の傾向であった。

また、濾紙による落下量調査の結果と気中濃度との相関を検討したが、両者に相関は得

られなかった。

なお、今回アリン氏管による大気捕集も試みたが、自動大気捕集装置( )によるAS-5000

調査結果と大差ない結果であった。

（イ）ドリフト調査

農林水産航空協会では、前年同様、長野県飯山市旭地区の の水田で 月に行われ0.6ha 8

たビームゾル及びディプテレックス乳剤の混合散布を対象に調査が行われた。分析対象と

0.5 1m/s 50%したのはトリシクラゾールである 前年同 散布当日は ～ の風速 晴れ 湿度（ ）。 、 、

の条件であった。

調査は、水田の４辺からそれぞれ までのライン上にろ紙トラップを設置し、㎡当50m

たり理論散布量に対する㎡当たりドリフト率として表示した。

無人ヘリ散布によるドリフト率（ 農林水産航空協会 （単位 ）H16, %）

1m 5m 7.5m 10m 12.5m 15m 20m 30m 40m 50m

8.25 4.89 3.40 1.80 1.50 1.13 0.36 0.24 0.26 0.14方向１

2.54 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.02方向２ < < < < < < < <

1.76 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01方向３ < < < < < < < < <

9.10 7.30 1.54 1.16 0.56 0.77 0.34 0.24 0.17 0.08方向４

5.41 6.10 2.47 1.48 1.03 0.95 0.35 0.24 0.22 0.08平均

回帰式による任意の距離におけるドリフト率試算

1m 13m 18m根拠データ

14.9 0.79 0.55平均値

18.3 0.97 0.67方向１
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（３）まとめ

鹿児島県で継続的に実施されてきた有人ヘリ散布によるブプロフェジンの気中濃度につ

いては、本年の調査からも全く検出されておらず、これまでの結果も踏まえれば、本剤の

大気中濃度が問題となるレベルに達する可能性は無いものと考えられた。

無人ヘリ散布によるフサライド及び の大気中濃度についても、評価基準値を大きMEP

く下回る検出傾向にあることが概ね確認できたものと考えられた。

、 、無人ヘリ散布による圃場外へのドリフトについては 散布時の風速が大きく影響するが

圃場に近い区域においては飛行方法によっても影響を受けると考えられた。
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平成１６年度「天敵農薬に係る調査」結果の概要

本調査については、平成 年 月 日に検討会を開催した。17 2 16

１．調査の目的

本調査は、登録され一般に使用されている天敵農薬について、放飼されたハウス周辺で

の拡散や定着等の実態を調査するとともに、土着天敵との競合の有無等、生態系にどのよ

うな影響を与えているかを明らかにする目的で実施されているもので、平成 年度から11

オンシツツヤコバチ（ ）を対象に調査が実施されてきた。平成 年度にEncarsia formosa 16

おいては、拡散の指向性と土着コナジラミ類への寄生について詳しく調査が行われた。

２．調査結果の概要

神奈川県、広島県、徳島県及び日植防研究所において実施された。結果の概要は別紙の

「これまでの調査結果の概要」の中で述べる。なお、日植防研究所においては、平成 年9

度の環境庁請負業務として、本天敵を対象により大がかりな調査を実施しているため、そ

れも含めて記述した。

３．まとめ

平成 年 月に環境庁水質保全局が公表した「天敵農薬環境影響調査検討会報告書－11 3

天敵農薬に係る環境影響評価ガイドライン－」では、天敵農薬の環境影響評価のフローを

明示している（次頁 。オンシツツヤコバチについて、これまで得られた知見を基に、本）

フローにあてはめて検討すると以下のようである。

・希少種への影響：

なし

・有用生物への有害影響：

なし

・土着種との交雑：

これまでのところ交雑が疑われる報告はない。可能性を否定はできないが現状で

はその確認が技術的に極めて困難である。総じて、有害影響が生じているとは考え

にくい。

・非標的生物種への有害影響：

一定の条件下では定着が認められている。土着のコナジラミ類への寄生について

は、ツツジコナジラミでその寄生が確認されているが、それ以外の報告は今のとこ

ろなく、土着コナジラミ類への影響は限定的なものと考えられる。土着ツヤコバチ

との競合については、本種が などにより高次寄生を受けることは明らかでE.sophia

あるが、本種の土着ツヤコバチへの高次寄生は認められていない。総じて、有害影

響が生じているとは考えにくい。

・農作物への有害影響：

なし






























